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CO2のメタン化は，持続可能な社会を実現するための重要な技術である．CH4はエネルギーキャリ

アとして，また化学製品の原料として使用され，CO2排出削減に貢献する．メタン化反応は，一般に

250℃以上の高温で，熱触媒作用によって反応の活性化エネルギーを低減することで促進される．し

かし，この反応は発熱反応であるため，反応容器内の温度勾配が大きくなり，過熱した上流側の反応

領域から順次触媒の失活が起こる．プラズマと触媒の様々な相乗効果を利用したプラズマ触媒作用に

よるメタン化は，従来の方法よりも低温でプロセスを促進することができる[1, 2]．一方，触媒開発の

分野では，ゼオライトによる H2O 吸着機能が注目されている[3]．メタネーションは反応後の副生成

物としてH2Oが生じる反応であるため，H2Oが除去されればルシャトリエの法則によって平衡が移動

し，よりCH4生成が進む．本研究では，プラズマ触媒作用とゼオライトの吸着機能を併用し，メタン

化効率の向上を目指した．  

プラズマは 3巻きコイルアンテナによりセラミック管内で発生させた．吸着剤にはモレキュラーシ

ーブス 3A，4A，5A，13Xを用いた．さらに，触媒として，Niナノ粒子を含浸法によりモレキュラー

シーブ 13Xに担持させたものを用いた．  

結果として，モレキュラーシーブの使用によりCH4収率が大幅に向上した．しかし，Ni担持触媒の

メタネーション反応促進効果は確認できなかった．これは，プラズマ中で生成した励起種やラジカル

が，触媒による促進補助を必要とせずに，メタン化反応の活性化エネルギーを乗り越えるのに十分な

エネルギーを得ていることを示している．加えて，モレキュラーシーブの寿命は短くなった．これは，

Ni担持によって細孔が防がれたことや，細孔内の金属カチオンが Niと置換したこと，などが考えら

れる．本実験の条件下では，順方向反応よりも逆方向反応が大きな課題となって，選択性が低くなる

ということが分かった． 詳細については講演で述べる． 
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